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C O N T E N T S

熊　本　城

熊本城は、かつて大阪城、名古屋城

とともにわが国三名城に数えられた城

郭で、慶長T2年(1607)加藤清正カワ

年の蔵月をかけて、周開gbl、大天守、

小天守、櫓4g、櫓門18をもつ複雑かつ

壮大な城をつくった。

明ai0年(1877)の西南の役に官軍

がたてこもり、西郷隆盛の軍に50余日

にわたって攻撃され、そのほとんどが

焼失し、昭和35年9月現在の大天守、

小天守が再建された。

熊本市(柿木.市花・市島)---日日・一日目　　1　国際交流

2　　市民参加のまちづくり

4　　◎仕事や活動を通L,てr生きがいを感じるまちづくり」

5　　中

6　　魅力ある

基本構想/水と緑の人間環境都市を目指して---・ 8　　工

〝　/いきいきとした市民福祉都市を酎旨して一一8　　流通・情報拠点

JI　/活力あぶれる交流拠点都市を目指して=一日- 9　　雇用

〝　/風格ある文化創造都市を削旨して---- 9　　観光・コンベンション

しあわせ実感くまもと

◎健康を実感できるr安全で健やかなまちづくり」

交通安全

性蝣rJi文化

保健医療

良好な環境づくり

線と水

ごみ・し尿処理

gsa

◎勤、な人間関係を保つr心のかようまちづくり」

地域福祉

高齢者福祉

心

児童・峰子福祉

社会保障

学校教育

学校施設

社会教育

青少年の健全育成

創造的な人づくり

消費者行政

男女共同参画社会
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農林ノ松産業

住　宅

公園緑地

上水違

下水道

市電・市バス

道路・駐車場

基幹交通

市街地開発

◎美しいものに感動できる「豊かな感性を育むまちづくり」

歴史文化

史跡・文化財

都市景観

IIJilie文化

生蝣;.t.一丈化

行　政

ill議会

財　政

広報・

テ'.菖ill

熊本市のあゆみ

市民のくらし

熊本市案内図
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熊本市民には熊本城が£R

否域といわれているように

なじみ深く、強健で樹齢が

長く、市街地の街箆に多く

植栽され、独特な尖円錐形

の樹形をつくり春の緑陰、

秋の黄葉とその芙しさぞよ

く知られている。

江戸時代から細川藩のjfE

護を受け、藩士をはじめ寺

社地の豪族等の愛好者によ

って広められ改良を重ねて、

清雅枯淡のロ末わいある銘花

となったといわれている。

肥後椿の特色は薄色の花弁

が主流でよく整った-重咲

きで、中心に金糸課糸のよ

うな色顛羊やかな太い雄しべ

が悔芯のように盛りあがる

ところにある。

木本・市花・市島
市木・R花　昭和9年1033B判宣

布　　宗　鑑和9年5戸∃22日制定

l     l

●市　木　イチョウ(イチョウ科)
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●市　島　シジュウカラ(シジュウカラ科)

・蝣　・I' : -　- '　　*

澄んだ声でさえずり、多量

の害虫を食べ、緑を守る益

鳥として市民に親しまれて

いるO金峰山や立田山、託

麻三山など森に多く生息し

白い胸に黒ネクタイ状の帯

が目立つ可愛い姿で、四季

を通じて朝雲されるO

(写真は、東海大学出版会提供

フィールド図鑑より)

膵癌二歳′し榔　諒、。.i,　　　　　・ -r..>1^rsせ<--J--'".

〟
熊本市章

ひらがなの「く」の字を

図案化したものぞ、市民の

調和を垂とし、たくましく

発展する熊本市の姿を太い

円で示したものですO



発刊にあたって
水と線の豊かな自然に恵まれ、優

れた伝統と文化を有する熊本市は、

今や人口65万人を越え、全凶でも有

数の大都市となりました。

このような中で、特に昨年・′1月の

中核市移行は熊本市にとって大きな

出来事であり、今後の政令市移行も

視野に入れた本市の更なる発展に向

けた歴史的第一一歩でありましたO

今後、この節一歩を単に市民サ-

ビスの向上ということだけでなく、

市民のみなさまととt)に魅力と活力

にあふれる住民主体の街を作り上げ

ていくためのステップにしなければ

蝣蝣+."J">蝣+"いし号.こてa　ます:

私は、市政を運営するに当たり、

「全てのrli民が幸せを実感できるま

ちづくり」という目標に向けて、そ

の実現のため、健康を実感できる

「安全で健やかなまちづくり」、豊か

な人間関係のある「心の適うまちづ

くり」、仕事や活動をとおして「生き

がいを感じるまちづくり」、美しいも

のに感動できる「豊かな感性を育む

まちづくり」の4項目を柱に総合的、

体系的に施策の展開を図ることとし

ています。

特に、重点的に取り組む施策につ

いては、熊本市の都市像達成に欠か

せない誘導的プロジェクトとして、

熊本駅周辺整備をはじめ、防災公園

の建設、熊本城の整備、水資源の確

保について具体的施策を展開してい

きたいと思っております。

同時に、都市圏交通のあり方、リ

サイクル型社会の形成へ向けての基

本的方向づけ、市公共施設の管理運

営のあり方の研究、健康と命を大切

にするためのプランづくりなど、全

庁を挙げて取り組んでまいります。

また、平成9年度は行政改革元年

とし、 「行政改革大綱」を基に、 「職

員の意識改革並びに市民と行政との

役割分担の確立」 「事務事業の総点

検」 「行財政システムの簡素・効率

化」 C7)3点を基本として、行政改革

に取り組むことにしています。

史に、開かれた市政を展開するこ

とで、市民の皆様の信頼を得るとと

もに、熊本らしい特色ある都市、す

べての市民のみなさまが幸せである

と実感ができ、熊本に生まれてよか

った、熊本に住んでよかったと思え

るようなまちづくりを目指していき

たいと思っております。

この'97市勢要覧は、 21世紀に向け

て、大きく羽ばたく新熊本市の姿を

収録したものであり、ご高覧のうえ、

市政-の一層のご理解をいたたけれ

ば、誠に幸いに存じます。

平成9年3月

リ!*M.一三勘縁i
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熊　本　市　歌

粟岡　正治作詞

烏飼　哲夫作曲

H}　L、 J一　　蝣-　　　i.i:蝣　　　　　　-

1.霊u庫阿蘇を遥かに望み
^v                       r

水白川のき飛れに沿いて

天下に=呂だたる古壬戒の都

オつれらの壱β　大熊本市

{きr)　　みどり　　　　　　　　　　　　　つつ

2.常盤の緑　いらかを包み
んaa

森の都と世に謳オつれて
ぶf,JうJt.

文運さかゆる平不口の都

オつれらの都　大熊本市

り:)し　　　いとr1

3.商=立両の営みしげく
Lhjこう　　　　　　　　　　み

いま新興の光に満ちて

生気ぞあふるる文化の都

rつれらの都　大熊本而

naや　しカノしゆ

4.輝く進冒又の旗ひるかえし
l/、　　-I.I'　　　　:... ~'

西巨∃本の覇:中に立ちて

いざいさl薬かaj:理想の都

オつれらの都　大熊本市

■熊本市民愛市憲章
-品位ある市民の誇りのために-

■都　市　宣　言
●「森の都」都市宣言に関する決議
●地下水保全都市宣言に関する決議

■健康都市宣言
■平和都市宣言
■環境保全都市宣言

本市は九州の中央、熊本

県の西北部、東経130度42

分・北緯32度48分の位置に

あります。

この位置と同緯度に近い

都市としては、長崎市や中

国の南京市があります。地

勢は西北部から北部にかけ

て金峰山を主峰とする複式

火山胃と、これに連なる立

Ef]山等の小火LIJの噴出物で

覆われた台地からなり、東

部は阿蘇外輪火山群によっ

てできた丘陵地帯であり、

南部は阿蘇火山に源を発す

る白川の≡角洲で形成され

た低平野からなっています。

気候は緯度からいえば温

暖な地帯にあるが有明海と

の問に金峰山系が連なるた

め、内陸盆地的気象条件と

なり、寒暖の較差が大きく

冬から奉への移り変わりは

早く、夏は比較的長いこと

が多いようです。また、夏

の夕方は「肥後の夕凪」と

いって、蒸し暑いのが特徴

です。

気温は年平均IB.P'Cで、

平成7年の最高気温は8月

の37.0-C、最低気温がl月

の-5.6Cとなっています。

年間降水量は上B76mmと、

例年並でありました。また、

風向きは春から夏にかけて

西南西の風が強く、秋から

冬にかけては西北西に変わ

り、風速は1年を通じて2

m前後のゆるやかな風が吹

いています。

息盲∴、、-i'tV.r,て　-トも　　、I -I L



車人口動態の推移
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二

明治22年、市制石酎亨当時42,725人(M.B2.1E.31現在)であった

本市の人口は、その後、数回にわたる市域の拡大や都市機能の集積

等に伴い増大し、昭和52年には50万人を越え、平成3年2月l日に

は、飽託郡4町と合併し、 627.568人C」24.ei9世帯)となり、岡山

市を抜いて全国で15位となりました。また、近年の人口増力酎ま年率

1 %前後で推移し、一世帯当たり人員は平成9年1月1日現在で、

2.61人となっています。

また、平成7年と2年の国勢調査を比べると、 23.614人、 3.E

の増加で、昭和50年以降、増加数、伸び率ともに鈍化しています。

さらに年齢3区分別に構成比をみると、 0-14歳の年少人口が

17.256、 15-64歳の生産年齢人口が68.9%、 65歳以上の老年人口が

13.8%となっており、平成2年より、年少人口の割合が2.1ポイン

ト低下したのに対し、老年人口が2.4ポイント上昇するなど、高齢

化がさらに進行しています。

また、人口の地域分布では、平成7年の国勢調査概数結果でみる

と、およそ東部に19万8千人、北部に12万2千人、中央部に14万3

千人、南部に11万1千人、西部に7万5千人となっています。この

中で、中央部だけが人口の減少が続いています。

11)

:u

鵜人口・世帯数の推移
<|il 5」,&| i*rl　　　:.こ

日、

■人口の年齢( 3区分)構成推移
([.{.]取消It)

0 I　　　20　　30　　40　　50　　6C】

■流入人口の推移
(国勢調査)

(柱)現市域組孝を

0　　　1　　　2　　　　つ　　　　4　　　　5　　　　6

■年齢別人口構成(平成8年10†] 1 HI見仙

なお、人口分布の偏りを示す人口重心は、 25年から一貫して東へ

寄り続け、平成2年では、熊本高校運動場西側に移動し、平成7年

には開進高校西門から北へ150rnの地点へ移動し今まで東へ移動し

ていた人口重心が今回は旧飽託郡4町の編入により北西へ移動し、

向きを変えました。

都市圏人口

熊本都市圏の人口は、平成9年l月l R現在777.338人(」88.097

世帯)で熊本県総人口の41.7%を占めており、人口増加率は、 0.7

%となっています。

都市圏人口は、昭和30年国勢調査以降、 5年毎に熊本市は4万人

前後で増加していましたが、平成2年から平成7年までは約2万4

千人(3.E　　の増加となり、伸びが鈍化してきました。また、 10

町の人口は、昭和45年までは減少し、昭和50年に増加に転じ、 55年

にピークとなり、増加率は20.5%の大幅な増力ロとなっていました。

昭和45年から平成7年までの25年間の都市圏人口の増加数は約21

万6千人となっています。現在、人口増加のピークは過ぎたものの

年平均5千人から6千人の増加を続けています。

7



束と緑の )きいきとした
人間環境都市を目指して

本市は、潰れつな地下水や豊かな

緑など恵まれた自然環境とそこに息

づく生態系循環を大切にし、人と自

然が共生する都市をつくる。また、

市民が安全で快適に過ごせる生活環

境を確保し、ゆとりや潤いのある良

好な環境の都市を目指す。

-　-　リi-Hi.ni... v..^.- :.' j^.-jiォ--.Mt*igiォ

市民福祉都市を目指して
本市は、すべての市民が、お互い

の温かいおもいやりの中で、健康で

生きがいに満ちた暮らしを営む社会

を築く。また、市民一人ひとりが自

立し、各人の能力が自由に発揮され、

個性と創造性あふれる多彩な人材が

育つ都市を目指す。

本市は、優れた個性を生かし、多

様な都市機能の集積を図り、世界に

聞かれた人・物・情報の活発な交流

拠点を形成する。また、未来を開く

新しい技術や情報を活用し、多様な

産業活動が活発に営まれ、国際社会

の平和と繁栄にも貢献する都市を目

指す。

格ある
文化創造都市を目指して

本市は、先人が築いた優れた特色

ある伝統・風土を市民の誇りとして

大切に守り育み、風格ある歴史性豊

かな都市を形成する。ま串、市民の

豊かな創造力から多様で幅広い都市

文化が生まれ、その新しい文化と伝

統が調和した都市を目指す。



全ての市民が幸せであると感じられる都市の実現を目指して

しあわせ実感くまもと
HAPPINESS KUMAMOTO
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「安全で健やかなまちづくり」
健康は人の幸せの基本。市民ひとりひとりが心身

ともに充実感を感じられ、環境にやさしい、災害

に強い都市を目指します。

しあわせ実感くまもと
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